
活動内容と成果
●�地点間距離やトイレの有無等の情報を掲載した
「データブック」の試作版を作成し、使用者からの
意見収集を行った
●�みちのく潮風トレイルの情報を発信するホーム
ページ（第1段階）を作成・公開した
●�沿線各地で説明や協力要請を行い、パーミッショ
ン制度への参加個人、事業者の候補227件を獲得
した
●�亘理町、南三陸町、大船渡市の3か所で地域住民向
けのフォーラムを開催し、計140人に参加してい
ただいた
●�整備活動を実施するとともに、整備ボランティア
に38人登録いただいた

活動内容と成果
●�クリーンビーチ（5校250人）や釣り大会（14組29
人）、植林事業（延べ129人）など、市内各小学校の
当NPO事業への参加率が年々高まっており、里山
保全も含めた環境保全に関する事業への企画参加
の割合が増加してきた
●�新たな里海プログラム（地引網）の開始により、市
内小中学校1校が里山に加え里海の体験学習を実
施した。市内NPOから体験プログラム化の協議が
あり、市内外からの体験申し込みや問い合わせが
あった

課　題
みちのく潮風トレイルは2019年6月9日に全線開通
を迎えたが、まだ認知度が低く、沿線地域でのハイ
カーの受入体制が整っておらず、整備の行き届かな
い路体もある。

目　標
地域住民のおもてなし精神を醸成してハイカーの受
入体制を整えるとともに、安全安心に歩くための情
報を提供して、より多くのハイカーが歩きに訪れる
道にする。

課　題
豊かな里山里海文化も、過疎・高齢化で地域の資源
が未利用化し荒廃しつつある。次世代を担う子ども
たちの親世代が、その文化を体感していないため、自
然と人との間に距離ができた。

目　標
子どもたちに地域の資源のすばらしさと重要性を伝
え、触れ合う機会を増やす活動を行う。活動を「楽し
む」ことで「学び」、環境を「守る」意味を理解し保全
活動を継続する。

（特非）　みちのくトレイルクラブ

（特非）　能登半島おらっちゃの里山里海

みちのく潮風トレイル　普及・啓発事業

能登の里海環境・文化の持続可能性構築

地域住民向けのフォーラムの様子

ミニ地引網を使って里海学習

整備活動風景

みさき小学校前の海岸を清掃

知識の提供・普及啓発

復興支援助成

1年目

実　践

LOVE BLUE助成

1年目

ブロックフォーラムの
開催 3 か所

地引網による魚種調査 8 回

整備ボランティア
参加者数 188 人

海岸清掃 5 回

今年度計画の達成度 80 ％

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％

目標達成度 25 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
みちのく潮風トレイルを知らない方
に、フォーラムや整備活動の情報を
届け、参加につなげることが難し
かった。

■工夫した点
町の広報誌や新聞、フリーペーパー
への掲載、公共施設や大学のボラン
ティアセンターへのチラシ配架で、
新規参加者を増やした。

■苦労した点
過疎化・少子化により、参加対象者
（子ども、保護者など）の確保が困難
となるリスクが通年懸念される。

■工夫した点
地域行事や学校行事を事前に把握
し、丁寧なスケジュール調整を行い、
イベントの日程を決めている。

今後は、整備ボランティア登録を増やして整備体制を確立するとともに、ハイカー
に必要な情報提供を行うためのホームページ等を完成させる予定である。また、地
域における認知度向上も進めていきたい。

里山里海に対する市民の認識・意識は確実に高まってきている。今年度スタートし
たプログラム（ミニ地引網）に対する問い合わせが多くあったことなどから、里海
の体験プログラム化の可能性を探っていきたい。

今後の
展望
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名取市市民活動支援センター内
電話：022-398-6181
E-mail：info@m-tc.org
HP：https://m-tc.org/

〒927-1462　
石川県珠洲市三崎町小泊33-7
電話：0768-88-2528
E-mail：satoyamasatoumi2006@gmail.com
HP：http://www.satoyama-satoumi.com


